
 
表１ 各ランク別の耐震性能と判定基準 

本県独自の判定基準 

東海地震に対する耐震性能 ランク 

 備考欄 

建築物

の構造 

旧基準の 

建築物 

（ＣⅠ=１.0）

 

新基準の 

建築物 
（用途係数（Ｉ））

ＲＣ 

Ｓ 

ＳＲＣ 

ＣＢ 

Ｉｓ／ＥＴ 

≧1.25 
Ⅰa 

  耐震性能が優れて

いる建物。 

 軽微な被害にとど

まり、地震後も建物を

継続して使用できる。 

災害時の

拠点とな

りうる施

設 
Ｗ 

総合評点 

≧1.5 

Ⅰ=1.25 

ＲＣ 

Ｓ 

ＳＲＣ 

ＣＢ 

Ⅰｓ／ＥＴ 

≧1.0 

Ⅰ 

Ⅰb 

  耐震性能が良い建

物。 

  倒壊する危険性は

ないが、ある程度の被

害を受けることが想

定される。 
Ｗ 

1.0≦総合

評点＜1.5 

Ⅰ=1.0 

ＲＣ 

Ｓ 

ＳＲＣ 

ＣＢ 

Ⅰｓ／ＥＴ

＜1.0 

かつ 

Ⅰｓ≧0.6 Ⅱ 

  耐震性能がやや劣

る建物。 

 倒壊する危険性は

低いが、かなりの被害

を受けることも想定

される。 
Ｗ 

0.7≦総合

評点 

＜1.0 

ＲＣ 

Ｓ 

ＳＲＣ 

Ⅰｓ／ＥＴ

＜1.0 

かつ 

Ⅰｓ＜0.6 
Ⅲ 

  耐震性能が劣る建

物。 

 倒壊する危険性が

あり、大きな被害を受

けることが想定され

る。 

建物の継

続使用の

可否は、

被災建築

物応急危

険度判定

士の判定

による。

Ｗ 
総合評点 

＜0.7 

 

 

 

 

 
（注１） 体育館など、比較的屋根の軽い鉄骨造の建物は、ランクにかかわらず倒 
         壊する危険性は低い。 
（注２） 壁式鉄筋コンクリート造（WRC）の中高層建築物の県営住宅は、地盤 
         が良好で公営住宅建設事業者等連絡協議会の耐震診断マニュアルで安 
         全性が確認できればランクⅠb とする。 

 
用語説明 

指標値等 

耐震性能 建築物が保有する地震に抵抗する能力 

構造耐震指標 
     （Ｉs 値） 

建築物が保有する耐力を表わす指標 
 （耐震診断で算定） 

静岡県の耐震判定指
標値 （ＥＴ値） 

東海地震に対して安全性を確保するための建築物が
保有する耐力の目標値 
  ＥＴ＝Ｅs×ＣⅠ×ＣＧ 

     Ｅs ：基本耐震指標値 
     ＣＧ：地形指標 
            がけ地等の場合  １.25 
            その他の場合は  １.0 

用途係数（Ⅰ） 
建築物の用途により地震力を割り増す係数 
  Ⅰ=1.25 の場合  ランクⅠa 
  Ⅰ=1.0  の場合  ランクⅠb 

建築物の重要度係数  
            （ＣⅠ） 

地震による建築物の破壊を抑える程度を表わす係数 
  ＣⅠ=1.25 の場合  地震時に軽微な被害にとどめ 
                     継続使用を可能とする 
  ＣⅠ=1.0  の場合  地震時に倒壊せずある程度の 
                     被害にとどめる 

総合評点 
木造建築物が保有する耐力を表わす指標 
 （耐震診断で算定） 

建築物の構造 

ＲＣ 

鉄筋コンクリート造 
（鉄筋コンクリート造の中には、県営住宅で採用されている特
殊な構造として、壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）と壁式プ
レキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＣ）がある） 

Ｓ 鉄骨造（軽量鉄骨を使用する場合は軽量鉄骨造（ＬＳ）とする） 

ＳＲＣ 鉄骨鉄筋コンクリート造 

ＣＢ コンクリートブロック造 

Ｗ 木造 

 
 

 




